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ってネットワークを構築できる。一方、端末の帯域利用を制御する通信手法の一つである TDMA（Time Division 
Multiple Access）方式は、ネットワーク内のトラヒック量に関わらず、パケット衝突の発生しないデータ転送を実現
できるという特徴がある。本論文は、アドホックネットワークにおいて、端末の自律的な動作を考慮して、通信帯域
を有効に利用する TDMA スロット割当て手法についてまとめたものである。その主要な成果を要約すると以下の通
りである。 
⑴無線通信範囲が等しい移動しない端末がネットワークを構築する環境を想定し、通信帯域の利用効率を向上するス
ロット割当て手法を提案している。この手法では、ネットワーク内の各端末が、周辺に存在する端末のスロット割
当て状況に応じて、自身のパケット送信周期であるフレーム長を動的に変更する。 
⑵無線通信範囲が異なる端末が混在してネットワークを構築する環境を想定し、帯域利用効率の低下を抑制するスロ
ット割当て手法を提案している。この手法では、各端末が、隣接している端末との無線通信の方向に関する情報を
保持し、スロット割当てに利用する。 
⑶ネットワーク内の端末が移動する環境を想定し、移動によって発生するネットワークトポロジの変化に対応するス
ロット割当て手法を提案している。この手法では、端末間の無線リンクの生成や切断を各端末が自律的に検出し、
各々のスロット割当てを更新する。 
 以上のように、本論文はアドホックネットワークにおける先駆的な通信制御手法として多くの有用な研究成果をあ
げており、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値のあるもの
と認める。 
